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アンケート調査の結果

Ｑ  当市に大学を設置する場合、 高度人材育成および確保への効

果は期待できると思いますか。

Ｑ  当市に大学を設置する場合、若年層の市外への流出抑制およ

び市内への流入増加は期待できると思いますか。

Ｑ  当市に大学を設置する場合、市では工学系の分野を検討して

いますが、どのように思いますか。

Ｑ  当市に大学を設置する場合、学生の確保は可能であると思い

ますか。

Ｑ  大学設置による経済的波及効果は期待できると思いますか。 Ｑ  北上市への大学設置は必要であると思いますか。

　北上市議会広報委員会では、現時点で市民の皆さんが大学設置についてどのように考えているかを調査す
るため、アンケートを実施しました。集計した回答の一部をご紹介いたします。
●調査期間 :11 月７日 ~12 月 16 日　●調査方法 : 選択式、書面およびWeb回答　●回答数 :368 件

 市立大学設置の
独自アンケートを実施　　多くの声が届きました！

地元に大学ができるかもしれないという
ことが期待でもあり、不安もあるのが本
音です。期待の面は経済や人口の増加、
不安な面は少子化時代に大学を新しく造
り、人を集めることができるのかという
不安。自治体は難しい判断を迫られるの
だと思います。だからこそ、こういった
丁寧な議論が大事なのだと思いました。

高２の息子の母です。やりたい事をするためには
都会に出ないといけなく、学費の他に生活費まで
頑張れないと、やりたい気持ちを叶えてあげる事
ができず、もどかしいです。また都会の生活や給
与を知ってしまったら、なかなか戻る気持ちには
なれないと思います。家を離れなくても、やりた
い事ができ、仕事ができ、北上に残ることができ
る環境をぜひ整えてあげて欲しいです。

【自由記載（抜粋）】（このほか 139 件の自由記載がありました。）

アンケート
調査結果報告書

アンケート調査の
結果は、こちらの
ＱＲコードからご
覧いただけます。
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 市立大学設置の
独自アンケートを実施　　多くの声が届きました！

「北上市大学設置基本調査」取りまとめポイント
①　大学の必要性
　�◆市の課題解決手段として有効�◆入口側（高校）、出口側（企業）の
両方とも工学系の需要がある�◆岩手県の 18 歳人口に対する県内大学
への入学者数の割合（大学収容率）は都道府県別で 41 位、北東北３県
でも最下位�◆国は、理工系分野をはじめとする成長分野をけん引する
人材の育成を強化している

②　大学の方向性
　�◆工学を学べる１学部１学科編成�◆市の課題解決に直結する学部系統
や教育課程を編成できる点、学生確保の観点から市立大学�◆大学がも
たらす効果を最大化するためには大学をまちなかに設置

③　大学の実現可能性
　�◆入学者は 80~120 人 / 学年を見込むことができる�◆定員が 80 人以
上の場合、運営面における市の負担額を最小限にでき、採算もとれる
と考えられる（視察先大学で、学生を確保できれば採算はとれること、
公立は学費の優位性から安定的に入学者を確保できていることを確認）

④　大学の開学が北上市にもたらす効果
　�◆経済波及効果は、開学８年度までの期間で 136~193 億円が見込まれ、
追加税収も同じ期間で 1.4~2.0 億円と見込まれる�◆学生や教職員がま
ちを歩くことによるにぎわいなど、数字では測れない効果をもたらす

　北上市では、令和３年度の庁内研究を皮切
りに、地域産業をけん引する人材の育成・確
保や若年層の流出抑制、まちのにぎわい創出
など、まちづくりのさまざまな側面から市立
大学の設置を検討しています。
　令和５年度には高校生の進路希望や企業の
人材需要など、基本構想の基となる大学設置
に関する基本調査を行いました。
　現時点においては大学を設置するにあたり
大きな課題はないという認識のもと大学設置
基本構想を策定中であり、令和７年３月に公
表する予定です。

設置検討の経緯や状況 ※当局説明資料から抜き書き

議会で行われた質疑

　当局が取りまとめた基本調査の
結果が「広報きたかみ」令和６年
５月号に掲載されています。詳細
はそちらをご覧ください。広報きたかみ

令和６年５月号

　１ステップごとに課題と解決策を整

理し、次に進めることができるかどう

かを確認しながら進めていく。

議 員 当 局

Ｑ�　少子化が進む中、
学生の確保は可能か。

Ｑ�　大学設置に係る財
源は問題ないか。設
置を優先することで、
必要な事業が実施さ
れないことはないか。

Ａ�　市で大学を設置する場合、市の課題解決、学生確保、安定経営の面で優位ではあるが、
市の財政負担が生じる。一方、大学を誘致する場合、市の財政負担が軽減される面で優
位と考えるが、市の課題解決、学生確保、安定経営の点でリスクが潜んでいる。それら
を考慮した上で、基本調査において市立という方向性で検討することを取りまとめた。

Ａ�　県内には大学が少なく、自宅から通うことができれば岩手の大学に行くという意見も
複数ある。良い教育、良い人材育成をする大学は残っていくものであるため、良い教員
を集め、学生がおのずと集まるような大学を目指していきたいと考える。公立は学費の
優位性があるところも大きな要因であり、さまざまな要素を考えた上で、学生の確保は
可能であると考える。

Ａ�　大学の設置費用として最大で99億円が必要と考えられるが、大学・高専機能強化支
援事業など国の支援や企業版ふるさと納税制度などを活用することで、大学設置に伴う
財政負担を軽減できる。また、毎年全体のバランスを考えながら予算編成をするもので
あり、必要な事業についてはしっかり予算を充てることとしている。

開学までのスケジュールの想定

Ｑ�　大学の設置形態を
「市立」で検討して
いる理由は。
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ユーチューブ
「１2月通常会議」

第２９９回

12 月
通常会議

健
康
福
祉
ポ
イ
ン
ト
事
業
（
89
万
９
千
円
）

　

健
康
づ
く
り
活
動
や
社
会
参
加
活
動
を
行

う
こ
と
で
健
康
福
祉
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
、

貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
を
電
子
マ
ネ
ー
と
交
換
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
。

Ｑ
　 

今
回
の
増
額
は
、
ポ
イ
ン
ト
交
換
者
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
か
。

Ａ　

 

事
業
実
施
に
係
る
委
託
契
約
が
２
月
ま

で
で
あ
り
、
引
き
続
き
実
施
す
る
た
め

に
３
月
分
の
委
託
料
を
増
額
す
る
も
の
。

移
住
支
援
事
業
費
補
助
金

（
７
０
７
万
６
千
円
）

　

特
定
の
要
件
を
満
た
し
て
北
上
市
に
移
住

し
、
就
業
ま
た
は
起
業
し
た
人
に
対
し
て
、

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
移
住
支
援
金

を
支
給
す
る
も
の
。

Ｑ
　 

何
件
増
え
る
見
込
み
の
増
額
な
の
か
。

Ａ　

 

現
在
、
複
数
世
帯
か
ら
補
助
金
申
請
に

つ
い
て
相
談
を
受
け
て
い
る
ほ
か
、
過

去
の
実
績
を
参
考
に
、
事
業
実
施
期
間

で
あ
る
３
月
ま
で
の
申
請
件
数
を
見
込

ん
だ
増
額
分
で
あ
る
。
申
請
の
都
度
支

給
し
て
お
り
、
実
態
に
応
じ
た
補
正
予

算
と
な
っ
て
い
る
。

灯
油
購
入
費
等
助
成
事
業

（
４
８
４
７
万
９
千
円
）

　

生
活
困
窮
者
に
対
し
、
原
油
価
格
の
高
騰

に
よ
る
冬
期
間
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
１
世
帯
当
た
り
７
千
円
を
給
付
す

る
も
の
。

Ｑ
　 

物
価
高
騰
を
考
慮
し
、
上
乗
せ
支
給
や

支
給
日
の
繰
り
上
げ
は
検
討
し
な
か
っ

た
か
。

Ａ　

 

こ
れ
ま
で
補
助
額
は
県
の
規
定
を
基
準

と
し
て
お
り
、
今
年
度
も
県
の
基
準
額

で
あ
る
７
千
円
と
し
た
。
補
助
額
の
半

分
は
県
が
負
担
す
る
が
、
そ
の
他
は
市

の
負
担
と
な
る
た
め
上
乗
せ
は
し
な
い

も
の
と
し
た
。
で
き
る
だ
け
早
い
支
給

を
考
え
て
お
り
、
昨
年
度
の
対
象
者
で

口
座
確
認
で
き
る
人
は
、
２
月
上
旬
に

振
り
込
め
る
よ
う
に
進
め
た
い
。

北
上
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
利
用
者
負
担
額
等
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
食
材
費
が
高

騰
す
る
中
、
児
童
な
ど
の
心
身
の
健
全
な
発

達
に
必
要
な
品
質
お
よ
び
量
を
維
持
し
た
食

事
を
提
供
す
る
た
め
、
主
食
費
お
よ
び
副
食

費
の
額
を
増
額
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
経
過

措
置
と
し
て
令
和
７
年
度
は
保
護
者
か
ら
の

徴
収
額
は
据
え
置
く
。

北
上
市
子
ど
も
等
福
祉
医
療
費
給
付
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

条
例
で
引
用
し
て
い
る
児
童
扶
養
手
当
法

施
行
令
の
改
正
に
よ
り
所
得
限
度
額
が
引
き

上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
妊
産
婦
お
よ
び

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
医
療
費
給
付
対
象
の
所

得
限
度
額
を
引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
。

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
理
条
例

　

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
よ
り
懲
役
お
よ
び
禁
錮
が
廃
止
さ
れ
、
拘

禁
刑
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

北
上
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

岩
手
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
に
基
づ
く
県

職
員
の
給
与
の
取
り
扱
い
に
準
拠
し
、
一
般

職
の
職
員
、
再
任
用
職
員
、
特
定
任
期
付
職

員
お
よ
び
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
を
改

定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

Ｑ　

 

若
年
層
を
重
点
に
給
料
表
を
引
き
上
げ

る
と
の
こ
と
だ
が
、
若
年
層
と
は
ど
れ

ぐ
ら
い
の
年
齢
か
。

Ａ　

 

明
確
な
基
準
は
な
い
が
、
入
庁
し
て
か

ら
20
代
中
盤
ま
で
の
年
代
に
つ
い
て
、

特
に
厚
く
引
き
上
げ
る
こ
と
で
の
勧
告

が
出
て
お
り
、
そ
の
年
代
を
若
年
層
と

し
て
考
え
て
い
る
。

　

以
上
の
ほ
か
、
北
上
市
特
別
職
の
職
員
の

給
与
並
び
に
旅
費
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
、
北
上
市
議
会
議
員
の

議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

条例

第
２
９
９
回
12
月
通
常
会
議
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
北
上
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
９
号
）
（
第
10
号
）
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
発
達
に
必
要
な

食
と
医
療
の
提
供
へ

移
住
支
援
事
業
費
補
助
金
、

灯
油
購
入
費
等
助
成
事
業
を
含
む

一
般
会
計
補
正
予
算
を

可
決
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「
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育

職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
の
廃
止
及
び
実
効
性
の
あ
る
学
校

の
働
き
方
改
革
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
請
願

　

教
職
員
の
勤
務
環
境
の
改
善
を
進
め
、

教
職
員
が
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
に
十

分
向
き
合
え
る
環
境
の
整
備
と
子
ど
も

た
ち
の
豊
か
な
学
び
を
保
障
す
る
た
め
、

公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職

員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（
給
特
法
）
を
廃
止
し
、
労
働
基
準
法

の
完
全
適
用
を
求
め
る
ほ
か
具
体
的
な

業
務
削
減
策
を
示
す
よ
う
国
に
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
も
の
。

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
の
審
査
で
は
、

賛
成
少
数
で
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と

な
っ
た
と
の
委
員
長
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

【
請
願
に
対
す
る
賛
成
討
論
】

　
　
　
　
　
　
　
　
三
宅
　
靖
　
議
員

　

『
給
特
法
』
は
公
立
学
校
の
教
員
の

み
対
象
で
、
私
立
や
国
立
大
学
付
属
学

校
に
は
適
用
さ
れ
て
い
な
い
不
思
議
な

法
律
。
ま
た
「
定
額
働
か
せ
放
題
」
で

第２９８回

10 月
臨時会議

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

「１０
月
臨
時
会
議
」

請願

あ
り
、
時
間
外
勤
務
の
実
態
把
握
が

不
正
確
と
な
っ
て
お
り
、
ま
ず
こ
の

法
律
を
廃
止
し
、
実
態
を
顕
在
化
し

た
上
で
、
教
員
の
働
き
方
改
革
と
し

て
の
具
体
的
な
業
務
削
減
策
を
示
す

べ
き
で
あ
り
、
採
択
に
賛
成
す
る
。

【
請
願
に
対
す
る
反
対
討
論
】

　
　
　
　
　
　

小
原

　
享
子

　
議
員

　

労
働
基
準
法
は
、
教
員
の
職
務
の

特
殊
性
か
ら
勤
務
時
間
を
単
純
に
測

定
で
き
ず
適
さ
な
い
。
こ
の
法
律
で

給
与
や
労
働
条
件
を
定
め
、
教
職
調

整
額
（
＊
）
を
支
給
し
待
遇
を
確
保

し
て
い
る
。
文
部
科
学
省
は
、
教
職

調
整
額
の
改
善
、
担
任
へ
の
加
算
な

ど
処
遇
改
善
や
小
学
校
教
科
担
任
制

を
充
実
し
、
授
業
時
間
削
減
な
ど
働

き
方
改
革
実
現
へ
の
取
り
組
み
を
し

て
い
る
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

　

本
会
議
で
は
採
決
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
採
択
し
ま
し
た
。

第 299 回 12 月
通常会議
議決結果

賛否の
分かれたもの
賛成〇 反対●

賛否 北上まほろばクラブ 新清会 北新ネット 北政会
日本共産党
北上市議団 無会派

賛
　
　
成

反
　
　
対

千
田　

優
子

白
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顕
志

八
重
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民
德

佐
々
木　

護

平
野　

明
紀

三
宅　
　

靖

梅
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忍

齊
藤　

金
浩

居
駒　
　

勉

藤
田　

民
生

藤
原　

常
雄

高
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晃
大

佐
藤　

惠
子

藤
原　
　

慶

小
田
島
德
幸

阿
部
眞
希
男

原　
　

利
光

太
田　

洋
市

高
橋　

孝
二

田
島　

清
美

髙
橋
久
美
子

安
德
壽
美
子

熊
谷　

浩
紀

小
原　

享
子

星　
　

敦
子

発議案第４号 21 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ● ○ ○ ○

請願第５号 13 12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○

給
特
法
の
廃
止
と

教
職
員
の
働
き
方
改
革
を

求
め
る
請
願
を
採
択

令
和
６
年
度
北
上
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

観
光
施
設
災
害
復
旧
事
業

（
２
１
８
９
万
円
）

　

夏
油
高
原
ス
キ
ー
場
の
土

砂
崩
れ
を
復
旧
す
る
た
め
の

設
計
業
務
委
託
料
。

統
合
北
上
中
学
校
建
設
（
建

築)

工
事
の
請
負
契
約
の

締
結
（
36
億
７
８
４
０
万

円
）
・
統
合
北
上
中
学
校

建
設
（
電
気
設
備
）
工

事
の
請
負
契
約
の
締
結

（
６
億
９
５
２
０
万
円
）
・

統
合
北
上
中
学
校
建
設
（
機

械
設
備
）
工
事
の
請
負
契
約

の
締
結
（
５
億
５
千
万
円
）

　

統
合
北
上
中
学
校
建
設

（
建
築
・
電
気
設
備
・
機
械

設
備
）
工
事
と
し
て
、
工
事

請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

北
上
総
合
運
動
公
園
高
圧
受

変
電
設
備
更
新
工
事
の
請
負

契
約
の
締
結

（
１
億
５
９
５
０
万
円
）

　

北
上
総
合
運
動
公
園
高
圧

受
変
電
設
備
更
新
工
事
と
し

て
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す

る
も
の
。

学
校
給
食
費
無
償
化
を
求
め

る
意
見
書

　

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

求
め
る
た
め
、
国
お
よ
び
政

府
関
係
機
関
に
対
し
、
意
見

書
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
も

の
。

　

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

給
食
費
の
無
償
化
を

求
め
る
意
見
書
を
提
出
!!

賛否が分かれた案件　第299 回 12 月通常会議

＊発議案第４号　『厚生年金への地方議会議員の加入を求める意見書について』　 

＊請願第５号　　『 「公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法」の廃止及び実効

性のある学校の働き方改革を求める意見書の提出を求める請願』(→詳細は上記参照 )

＊ 

教
職
調
整
額
… 

時
間
外
勤
務
手
当
を
支
給
し
な
い
代
わ
り
に
、
給
料
月
額
の
４
％
を
一
律
に
支
給
す
る
も
の
。

意
見
書

議決
結果
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田た

じ

ま島 

清き

よ

み美 

議
員

Ｑ
　 

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券
の
助
成
額
を
増
額
す
る
考
え
は
。

ま
た
、
申
請
書
類
は
視
覚
障
が
い
者
に
配
慮
し
て
送
付

さ
れ
て
い
る
か
。

Ａ　

 

助
成
券
の
増
額
は
課
題
と
し
て
捉
え
、
具
体
的
な
検
討

を
進
め
て
い
る
。
視
覚
障
が
い
者
向
け
に
郵
便
物
が
申

請
書
類
と
分
か
る
よ
う
な
配
慮
は
今
後
研
究
す
る
。

①　 障がい者支援と福祉施策の充

実について

今回の質問

　
　

視
覚
・
聴
覚
障
が
い
者
支
援
と

　
　

視
覚
・
聴
覚
障
が
い
者
支
援
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
祉
施
策
の
充
実
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
祉
施
策
の
充
実
を

原は
ら　

利と
し
み
つ光 

議
員

Ｑ
　 

市
道
川
原
町
南
田
線
の
３
車
線
化
の
完
成
の
時
期
は
。

Ａ　

 

令
和
４
年
度
に
予
備
設
計
、
令
和
５
年
度
に
詳
細
設
計

を
行
い
、
今
年
度
は
橋
り
ょ
う
詳
細
設
計
を
実
施
予
定
。

デ
ジ
田
交
付
金
（
＊
）
な
ど
を
予
定
ど
お
り
充
当
で
き

た
場
合
で
、
約
５
年
の
工
期
を
見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ　

環
状
交
差
点
に
お
い
て
、
事
故
や
苦
情
は
な
い
か
。

Ａ　

 

令
和
５
年
３
月
に
供
用
を
開
始
し
て
以
降
、
令
和
６
年

　
　

安
全
に
安
心
し
て
通
行
で
き
る

　
　

安
全
に
安
心
し
て
通
行
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　

市
道
の
整
備
計
画
は

　
　
　
　
　
　
　
　

市
道
の
整
備
計
画
は

藤ふ
じ
わ
ら原　

慶け
い 

議
員

Ｑ
　 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
以
外
の
求
人
チ
ャ
ネ
ル
を
活
用
す
る
た

め
の
支
援
策
と
し
て
、
求
人
サ
イ
ト
の
利
用
料
補
助
や

企
業
独
自
の
採
用
情
報
発
信
支
援
を
導
入
す
る
考
え
は

な
い
か
。

Ａ　

 

広
く
人
材
を
募
る
た
め
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
求
人

サ
イ
ト
を
は
じ
め
、
多
様
な
求
人
チ
ャ
ネ
ル
を
活
用
す

　
　

地
元
企
業
の
雇
用
支
援
と

　
　

地
元
企
業
の
雇
用
支
援
と

　
　
　
　
　

人
材
定
着
に
向
け
た
施
策
は

　
　
　
　
　

人
材
定
着
に
向
け
た
施
策
は

①　 働きやすいまち北上について

（北上工業団地周辺の道路環

境）

今回の質問
①　 スケートボードパーク設置の

進捗状況について

②　 北上市ふるさと納税の現状と

発展に向けた改善策について

③　 地元企業の雇用支援と人材定

着に向けた施策について

今回の質問

一 般 質 問

　北上市議会では、ユーチューブ「岩手県北上市議会公式

チャンネル」で本会議の様子を配信しています。各議員の

欄などに掲載しているＱＲコードをスマートフォンで読み

取り、ご視聴ください。

【ＱＲコードの読み取り方】

　①　 「カメラ」または「ＱＲコードリーダー」アプリを

起動し、ＱＲコード（白黒のマス）を画面の中に収

める。

　②　画面に表示される読み取り結果をタップする。

　　※ お使いのスマートフォンの機種によって操作方法が

異なる場合があります。

市政のここが聞きたい!市政のここが聞きたい!

12月通常会議では14人の議員が12月通常会議では14人の議員が

登壇しました登壇しました

ユーチューブで議会映像をユーチューブで議会映像を

見てみませんか？見てみませんか？

北
上
工
業
団
地
内
の
環
状

交
差
点
は
狭
く
危
険
だ
ね

地
域
の
企
業
を
も
っ
と
元

気
に
！

北上工業団地内の
環状交差点

福祉タクシー助成券

一
つ
一
つ
当
事
者
目
線
で

見
直
し
を
！

ユーチューブ
12月通常会議

＊ 

デ
ジ
田
交
付
金
…
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
。

る
こ
と
は
有
効
と
捉
え
て
い
る
が
、

求
人
チ
ャ
ネ
ル
の
多
様
化
が
必
ず

し
も
採
用
に
直
結
す
る
も
の
で
は

な
く
、
求
人
情
報
の
中
身
が
よ
り

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

１
月
に
車
両
の
接
触
に

よ
る
矢
印
板
破
損
の
物

損
事
故
が
１
件
あ
っ
た
。

苦
情
は
特
段
な
い
。

Ｑ　

「 

手
話
言
語
条
例
」
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

Ａ　

 

他
市
町
村
の
事
例
を
研
究
し
、
当
事

者
視
点
の
条
例
と
な
る
よ
う
、
制
定

に
向
け
て
引
き
続
き
努
力
し
て
い
く
。
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居い

こ

ま駒　

勉
つ
と
む 

議
員

髙た
か
は
し橋

久く

み

こ

美
子
議
員

Ｑ
　 

市
長
車
、
議
長
車
を
リ
ー
ス
す
る
理
由
は
。

Ａ　

 

全
て
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
リ
ー
ス
業
者
が
行
い
、
業
務

の
遂
行
に
万
全
を
期
す
必
要
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

Ｑ　

 

市
長
車
、
議
長
車
の
リ
ー
ス
は
４
者
で
の
指
名
競
争
入

札
。
３
者
は
辞
退
な
ど
で
応
札
せ
ず
、
残
る
１
者
が
落

　
　
　
　

市
長
車
な
ど
の
リ
ー
ス
と

市
長
車
な
ど
の
リ
ー
ス
と

　
　
　

指
名
競
争
入
札
は
見
直
し
が
必
要
で
は

　
　
　

指
名
競
争
入
札
は
見
直
し
が
必
要
で
は

高た
か
は
し橋 

孝こ

う

じ二 

議
員

Ｑ
　 

建
設
費
約
99
億
円
、
毎
年
の
運
営
費
約
９
億
円
。
北
上

市
立
大
学
（
単
科
学
科
）
が
無
い
と
誰
が
困
る
の
か
。

経
済
的
理
由
で
進
学
で
き
な
い
人
へ
の
対
応
と
し
て
、

返
却
し
な
く
て
よ
い
奨
学
金
制
度
を
作
れ
ば
良
い
の
で

は
な
い
か
。

　
　
　
　

北
上
市
立
大
学
が
無
い
と

北
上
市
立
大
学
が
無
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

誰
が
困
る
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

誰
が
困
る
の
か

千ち

だ田 

優ゆ

う

こ子 

議
員

す
べ
て
の
こ
ど
も
が
幸
せ

に
暮
ら
せ
る
北
上
市
に

①　 医療用補整具（主に頭髪補整

具）助成の対象拡充について

②　 障がい児・医療ケア児を育て

る家庭への包括的な情報提供

及び、相談支援体制の充実に

ついて

今回の質問

Ｑ
　 

障
が
い
児
・
医
療
ケ
ア
児
の
相
談
窓
口
を
ひ
と
つ
に
で

き
な
い
の
か
。
ま
た
、
親
同
士
が
出
会
え
る
場
が
必
要

で
は
な
い
か
。

Ａ　

 

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
窓
口
を
想
定
し
て
ｈ
ｏ
Ｋ
ｋ
ｏ

を
創
設
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
か

ら
支
援
に
つ
な
が
る
よ
う
、
相
談
し
や
す
い
場
と
し
て

活
用
を
進
め
て
い
く
。
現
在
親
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　

障
が
い
児
・
医
療
ケ
ア
児
の

障
が
い
児
・
医
療
ケ
ア
児
の

　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
体
制
の
充
実
を

　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
体
制
の
充
実
を

市
民
生
活
に
直
結
す
る
課

題
に
取
り
組
み
ま
す
！

①　 北上市のごみ処理施策につい

て

②　 北上市の交通安全啓発のため

の体制について

③　長寿者への対応について

今回の質問

Ｑ
　 

来
年
度
以
降
、
敬
老
会
へ
の
交
付
金
増
額
の
考
え
は
な

い
か
。

Ａ　

 

近
年
は
物
価
高
騰
の
影
響
が
大
き
く
、
地
域
の
敬
老
会

開
催
経
費
の
負
担
が
増
し
て
い
る
。
交
付
金
の
増
額
は

課
題
と
捉
え
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

①　 市長など公用車のリースとそ

の指名競争入札について

②　 2024 年６月に始まった定額

減税、調整給付に関する処理

について

③　 安心して医療にかかるための

国民健康保険証について

今回の質問

①　 北上市立大学設置のデメリッ

トについて

今回の質問

　
　

長
寿
者
へ
の
お
祝
い
は

　
　

長
寿
者
へ
の
お
祝
い
は

　
　
　
　

心
の
こ
も
っ
た
も
の
に
す
べ
き
！

　
　
　
　

心
の
こ
も
っ
た
も
の
に
す
べ
き
！

車
選
び
も
指
名
競
争
入
札

も
「
は
て
？
」

い
わ
て
半
導
体
関
連
人
材
育

成
施
設
で
十
分
対
応
で
き
る

いわて医療的ケア
支援ガイドブック

市長車

の
情
報
収
集
を
行
っ
て

お
り
、
緩
や
か
な
つ
な

が
り
作
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

札
し
た
。
有
効
な
開
札
に

な
っ
て
い
な
い
の
で
は
。

Ａ　

 

開
札
前
の
段
階
で
複
数
者
の

入
札
が
想
定
さ
れ
る
場
合
は

有
効
な
開
札
で
あ
る
。

Ａ　

 

家
庭
の
経
済
的
理
由
で
大
学
進
学
を

断
念
し
て
い
る
生
徒
が
相
当
数
い
る

話
は
聞
い
て
い
る
。
一
般
的
に
給
付

型
奨
学
金
は
、
家
庭
の
経
済
的
理
由

で
進
学
を
断
念
す
る
生
徒
の
学
び
に

寄
与
す
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

Ｑ
　 

敬
老
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。

Ａ　

 

長
寿
を
祝
う
敬
老
会
は
、
多
く
の

対
象
者
に
出
席
い
た
だ
き
開
催
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
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藤ふ

じ

た田 

民た

み

お生 

議
員

　
　
　
　

農
地
利
用
の
地
域
計
画
策
定
に

農
地
利
用
の
地
域
計
画
策
定
に

　
　
　
　
　
　
　
　

向
け
た
進
捗
状
況
は

　
　
　
　
　
　
　
　

向
け
た
進
捗
状
況
は

Ｑ
　 

日
本
共
産
党
北
上
市
議
団
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

大
学
設
置
必
要
が
32•

７
％
、
必
要
な
い
が
42•

９
％

で
、
大
学
設
置
が
必
要
と
思
わ
な
い
市
民
が
必
要
と
思

う
市
民
を
上
回
っ
て
い
た
。
市
民
の
声
を
ど
の
よ
う
に

評
価
し
て
い
る
か
。

　
　

大
学
進
学
者
数
減
少
の
も
と

　
　

大
学
進
学
者
数
減
少
の
も
と

　
　
　
　

市
立
大
学
が
本
当
に
必
要
か
？

　
　
　
　

市
立
大
学
が
本
当
に
必
要
か
？

Ｑ
　 

人
件
費
高
騰
の
折
、
指
定
管
理
、
業
務
委
託
に
か
か
る

労
務
費
の
確
保
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
、
総
務
省
か
ら

技
術
的
助
言
も
出
て
い
る
が
、
対
応
は
ど
う
か
。

Ａ　

 

岩
手
県
な
ど
先
進
自
治
体
を
参
考
に
、
指
定
管
理
期
間

中
の
賃
金
水
準
の
変
動
に
応
じ
、
次
年
度
の
指
定
管
理

　
　

指
定
管
理
料
に

　
　

指
定
管
理
料
に

　
　
　
「
賃
金
ス
ラ
イ
ド
制
度
」
を
導
入
へ

　
　
　
「
賃
金
ス
ラ
イ
ド
制
度
」
を
導
入
へ

梅う

め

き木　

忍
し
の
ぶ 

議
員

　
　
　
　

健
康
・
環
境
に
優
し
い

健
康
・
環
境
に
優
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　

有
機
農
業
の
推
進
は

　
　
　
　
　
　
　
　

有
機
農
業
の
推
進
は

①　 有機農業、オーガニック・エ

コの推進について

②　 高齢者公共交通利用促進事業

について

今回の質問

①　 農地利用の地域計画策定に向

けた進捗状況は

今回の質問

①　 北上市立大学設置について

②　 大雨豪雨災害への防災対策に

ついて

今回の質問
①　 業務の外部化について

②　 指定管理のあり方について

③　 地域学校協働活動のあり方に

ついて

今回の質問

目
指
せ
！

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
！

Ｑ
　 

全
国
で
有
機
農
業
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
品
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。
有
機
農
業
者
の
み
な
ら
ず
事
業
者
や
地
域
内

外
の
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み
を
進
め
る
「
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
」
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。 

Ａ　
 

当
市
に
お
け
る
有
機
農
業
の
現
状
把

握
が
、
ま
だ
で
き
て
い
な
い
。
ま
た

国
や
県
が
行
う
有
機
農
業
推
進
に
向

け
た
施
策
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い

中
で
、
有
機
農
業
の
拡
大
も
進
ん
で

い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
時
点
で

の
宣
言
は
考
え
て
い
な
い
。

農
地
の
集
約
化
は
喫
緊
の

課
題
だ
！

Ｑ
　 

 10
年
後
を
見
据
え
た
地
域
の
農
業
、
農
地
利
用
の
姿
を

明
確
化
す
る
地
域
計
画
お
よ
び
目
標
地
図
（
＊
）
は
、

来
年
３
月
末
ま
で
に
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
進

捗
状
況
は
。

Ａ　

 

目
標
地
図
の
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
再
精
査
し
た
。
策
定
に
向
け

た
内
容
が
整
理
で
き
た
こ
と
か
ら
、

年
内
に
各
地
区
の
農
地
集
約
化
検

討
会
を
順
次
開
催
し
協
議
す
る
予

定
で
あ
る
。

大
学
よ
り
先
に
市
民
一
人

一
人
の
暮
ら
し
を
豊
か
に

Ａ　

 

今
年
度
は
各
地
域
の
住
民
や
各

種
団
体
に
対
し
て
大
学
設
置
に

関
す
る
説
明
会
を
行
い
、
賛
否

そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
今
後
も
さ
ま
ざ
な
意
見

を
参
考
に
検
討
を
深
め
た
い
。 

処
遇
改
善
で
安
心
の
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
確
立
を
！

黒沢尻北地区交流センター

目標地図の作成例

＊ 

目
標
地
図
… 

地
域
の
話
合
い
の
結
果
や
、
農
地
の
出
し
手
・
受
け
手
の
意
向
を
踏

ま
え
て
、
「
い
つ
」 

「
誰
が
」 

「
ど
の
農
地
を
」
担
い
活
用
し
て
い
く

の
か
を
地
図
と
し
て
明
確
に
し
た
も
の
。

料
に
反
映
さ
せ
る
「
賃
金
ス
ラ
イ

ド
制
度
」
を
導
入
す
る
。

Ｑ　

 

地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
の
反
映
は
。

Ａ　

 

モ
デ
ル
賃
金
を
定
め
、
職
員
の
処

遇
に
見
合
う
よ
う
伸
び
率
を
設
定

し
反
映
さ
せ
る
。

安あ
ん
と
く德

壽す

み

こ

美
子
議
員

平ひ

ら

の野 

明あ
き
の
り紀 

議
員
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Ｑ
　 

日
本
語
教
育
や
異
文
化
理
解
の
た
め
の
教
育
・
研
修
に

対
し
、
事
業
所
へ
支
援
す
る
考
え
は
な
い
か
。

Ａ　

 

国
の
「
人
材
確
保
等
支
援
助
成
金
」
を
、
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
な
ど
を
通
じ
て
周
知
を
図
り
、
外
国
人
に
優
し
い

職
場
づ
く
り
を
支
援
す
る
。
ま
た
、
北
上
市
に
住
む
外

国
人
は
１
３
０
０
人
以
上
で
、
比
率
は
盛
岡
に
次
い
で

　
　
　
　

外
国
人
に
優
し
い

外
国
人
に
優
し
い

　
　
　
　
　
　
　

職
場
づ
く
り
へ
支
援
は

　
　
　
　
　
　
　

職
場
づ
く
り
へ
支
援
は

Ｑ
　 

全
国
の
被
災
地
で
は
新
た
な
応
急
仮
設
住
宅
と
し
て
移
動

式
住
宅
（
ム
ー
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
）
の
活
用
が
始
ま
っ
て
い

る
が
、
災
害
連
携
協
定
を
含
め
、
活
用
の
考
え
は
。

Ａ　

 

岩
手
県
で
は
一
般
社
団
法
人
日
本
ム
ー
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
協

　　
　

応
急
仮
設
住
宅
の
考
え
に

　

応
急
仮
設
住
宅
の
考
え
に

　
　
　
　

ム
ー
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
活
用
を

　
　
　
　

ム
ー
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
活
用
を

Ｑ
　 

民
間
園
新
設
の
際
の
市
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
の
考
え
は

な
い
か
。

Ａ　

 

公
立
園
の
閉
園
が
伴
う
民
営
化
の
場
合
は
、
基
本
的
に

　
　
　
　

保
育
園
の
民
営
化
に
は

保
育
園
の
民
営
化
に
は

　
　
　
　
　
　

保
護
者
の
理
解
が
必
須
！

　
　
　
　
　
　

保
護
者
の
理
解
が
必
須
！

①　 当市における、「令和の日本

型学校教育」の実現について

②　 民間園新設時の進め方につい

て

今回の質問
①　 外国人労働者への支援につい

て

②　 犯罪被害者等支援について

③　 帯状疱疹ワクチン接種への公

費助成について

今回の質問

①　 安心の就学へ、５歳児健診の

導入について

②　 災害時の新たな応急仮設住宅

の考え方や避難所運営のデジ

タル化について

今回の質問

安
心
・
安
全
な
保
育
環
境

を
！

優
し
さ
あ
ふ
れ
る
多
文
化

共
生
の
ま
ち
北
上
に
！

災
害
時
の
仮
設
住
宅
の
対

応
っ
て
大
丈
夫
？

「ムービングハウス」
（写真提供:株式会社北洲）

公立大学の設置について勉強しました！

は
公
募
で
事
業
者
を
選
定

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
、

保
護
者
お
よ
び
地
域
住
民

の
意
見
を
聴
取
し
た
上
で
、

必
要
な
要
件
を
公
募
要
領

に
お
い
て
示
す
こ
と
で
対

応
す
る
。

高
い
。
国
際
交
流
協
会
や
国

際
都
市
推
進
き
た
か
み
市
民

会
議
と
調
整
し
な
が
ら
、
何

ら
か
の
生
活
支
援
を
行
う
な

ど
前
向
き
に
取
り
組
み
た
い
。

会
と
「
災
害
時
に
お
け
る
応
急
仮

設
住
宅
の
建
設
に
関
す
る
協
定
」

を
結
ん
で
お
り
、
災
害
時
に
は
県

が
応
急
仮
設
住
宅
を
供
与
す
る
こ

と
と
な
る
。
移
動
式
住
宅
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
全
国
の
活
用
事
例

な
ど
の
情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

受
講
し
た
市
民
か
ら
も

た
く
さ
ん
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

活動レポート
市政調査会大学設置調査専門委員会（＊）　

　　　　　　　　　　　令和６年 11 月 19 日

小お

ば

ら原 

享き
ょ
う
こ子 

議
員

佐さ

さ

き

々
木 

護
ま
も
る 

議
員

熊く
ま
が
い谷 

浩こ

う

き紀 

議
員

＊
大
学
設
置
調
査
専
門
委
員
会
… 

今
年
度
市
政
調
査
会
に
設
置
さ
れ
た
専
門
委
員
会
。
市
が
進
め
る
大
学
設
置
構
想
に
つ
い
て
、
適
切

な
議
論
や
判
断
が
で
き
る
よ
う
研
修
会
を
企
画
・
実
施
し
て
い
る
。

　一般社団法人公立大学協会常務理事の中
なかたあきら

田晃氏

を講師に迎え、「公立大学設置の最近の動向」と

題して、第２回議員研修会を行いました。研修会

には議員のほか、参加申込みのあった市民８人が

受講しました。

　研修会では制度と歴史的経過を踏まえて①平成

期に急増した公立大学②公立大学の財政③公立大

学法人制度④公立大学設置政策の歴史的経緯⑤公

立大学設置の最近の動向について、各種データを

もとに説明いただきました。
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２月通常会議の日程
－議会を傍聴しませんか－

　代表質問は午前９時30分から、その他は午前10時から開催

予定です。中学生以上であれば誰でも傍聴できます。委員会

を傍聴する場合は、議会事務局で受付をお願いします。

一　般　質　問

最終日

代表質問

初日

　より良い紙面づくり、また、今後の

議会活動の参考とするため、皆様のご

意見・ご感想を募集しています。

ご
意
見
・
ご
感
想

は
こ
ち
ら
か
ら
↓

　2023年2月にスタートした 「きたかみ朝市」 は、 毎月第4日曜日午前７時から諏訪
町スパットビル1階で開催され、市街地に新たなにぎわいを生み出している。 テーマは 「み
んなの朝市」。 主催者のきたかみ朝市制作委員会は、 事業の目的に賛同する有志の
個人や団体によって構成され、主体的に企画運営を行っている。 “ちょっと良い朝ごはん”
をコンセプトに、 「朝ラー（朝ラーメン）」 や季節の特製メニューなどが並ぶほか、 地元団
体と協力した体験イベントも充実。 「食べる」 「遊ぶ」 「過ごす」 といった多彩な楽しみ
方を提供し、 家族連れを中心に幅広い層に親しまれている。

　専用駐車場を設けないことで、 来場者が街を歩き、 既存店舗や新規店舗の魅力
に触れる機会を創出。 朝市は地域課題解決の場としても注目されている。 また、 空き
店舗への入居促進や地域住民との交流など、 多方面で効果を発揮している。
　次回開催では、 ぜひ足を運び、 市街地の魅力と朝市ならではの温かい雰囲気を体
感してほしい。（藤）

きたかみ朝市
きたかみ朝市制作委員会

ちょっとブレイク！ VOL.3

　多くの市民の皆さまに議会の情報をお届け

するため、北上市議会公式ＳＮＳで各種情報

を発信しています。ぜひフォローなどをお願

いします！

Facebook Instagram Threads X(旧Twitter)

北上市議会公式ＳＮＳ

全体会※１

2/28

分　科　会※２

全体会※１

常任委員会

※１ ： 全体会 ：予算特別委員会全体会
※２ ：分科会 ：予算特別委員会分科会

広
報
委
員
会
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熊
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藤
原　

慶　
　

 
白
鳥　

顕
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田
島　

清
美 　

原　
　

利
光

 

　

齊
藤　

金
浩　

 

佐
藤　

惠
子


